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病原菌の細胞膜で機能するヘム輸送タンパク質の構造と機能 
 
細胞の内側と外側は、脂質でできた膜によって隔てられているが、その細胞膜の中には多く

のタンパク質が存在している。例えば、輸送タンパク質（トランスポーター）や透過タンパ

ク質は栄養素やイオンなどの低分子を細胞内へと取り込んだり、受容体タンパク質は細胞外

からのシグナルを受け取って細胞内へと伝達する。このような細胞膜を介したモノのやり取

りは、生体にとって重要な役割を担っている生理活性物質や薬剤の吸収などとも密接に関わ

っていることから注目されている。病原菌では、ヒトの血液からヘム分子を鉄源として獲得

するため、菌の細胞内へ取り込む際に「ヘムトランスポーター」が細胞膜で機能しており、

我々はこの分子メカニズムに注目してきた。細胞膜の中でヘムトランスポーターがヘムを輸

送するときには、まずヘムをどのように捕まえて、どのような仕組みで別のタンパク質へ受

け渡して輸送するのか。そして、細胞内へ輸送する際に必須な生体エネルギー物質であるATP
の役割は興味深い。我々が行ったX線結晶解析および生化学的な解析からは、ヘムトランス

ポーターが輸送する際には非常に大きな構造変化を伴う事が示唆され、さらに効率的にヘム

を輸送するための輸送経路の特徴が見出された。これまでに明らかになった構造的なメカニ

ズムとともに、今後明らかにしたい動的なメカニズムの解析について展望する。 
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